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熊本市中心商店街の電力需要気温感応分析と空間電力負荷シミュレーション

1 .緒言
201 1 年3月 1 1 日の東日本大震災以降， 夏期・

冬期の電力ピ ー クカットの要求が政府や電力会社
各社から出される など，圏内で節電や電力負荷平
準化に対する関心が高まっている また我が国は
温室効果ガス排出量を2020年までに 1 990年比で
2 5 %削減を国際公約しており，多くの自治体が温
室効果ガス削減に積極的に取り組んでいる ．

熊本市中心商店街においても， 街の低炭素化，
電力ピ ー クカットなどによる社会貢献に積極的で
あり， また低炭素化運動を中心街の活性化に繋げ
たいという希望も強い ． 本研究では，熊本市中心
市街地の低炭素化を支援するため， エネルギ ー消
費実態調査をはじめ，多様な調査を実施している．

今回は，地域内の変電所デ ー タの解析，建物の
入居状況と， エネノレギ ー消費の実態調査を行い，
電力ロ ー ドカー ブや，電力ピ ー クの発生状況を推
定し，電力需要の気温感応特性 などを分析し， 地
理情報システムにまとめたので， その結果につい
て報告する ．

2.調査対象地域概要
本研究の調査対象である熊本市中心市街地を図

lに示す ． この地区は 3 上通商店街・下通商店街・
サンロ ー ド新市街の3つの商店街と飲食街，オフ

ィス街からなる県内最大の繁華街となっている ．

調査対象地域は，この3商店街を中心に，約lk
dの エリアである． 地域内には， 建物約 1700棟，
12,000以上の店舗，事業所があり l ）， 地域内の建

物総床面積は225. 5万rrfである ．

当該地域の施設構成およびエネノレギ ー消費の内
訳は， 年間総エネルギ ー消費量（ 一 次 エネルギ ー

換算） では約 5,900TJ／年で，その81%が電力であ
る

年間CO2排出量は255kT-C02 で，この値は旧熊
本市（2007年度現在）の全排出量全体の7%，業務
部門の20%に相当する 調査地域内で最大の延べ
床面積は事 務所で30%を占める ． また熊本城にも
隣接しているため，ビジネスマンや観光客を対象
に，酒類を提供する 飲食店舗やビジネスホテルも
多い ． これらの施設は夕方以降に電力ピ ー クとな

る施設であり，同様に夕方以降にピ ー クとなる住
宅も含める と，延床面積合計の約30%が，夕方以
降に電力ピ ー クが発生する施設である ．
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3.実施概要
本研究で行った調査・分析作業は以下の3つで

ある
①変電所デ ー タの送電デ ー タ解析

目 的：当該地域の電力需要の気温感応度分析
研究手法．地域の変電所デ ー タの解析

②建物 ・土地利用状況調査
目 的：土地利用情報更新， 地理報デ ー タ作成

研究手法：調査委員による全域調査
③電力需要実態調査

目 的・時刻別電力消費量の推定，電力ピ ー ク
地理情報システムの開発

研究手法：市内各店舗の電力負荷カー ブ読み取
り調査（サンプリング調査 ）

商店街の 季節別，時刻別電力需要を把握す
るため，昨年に引き続き， 地域内業務用施設
121 事業所を対象に，時刻別電力消費量調査

を行ったもので， 調査方法は，電力検診メ ー

タを30分おきに調査員が読み取った ． 午前8
時から午後1 1 時まで夏期・冬期・中間期に
それぞれ実施し，深夜の時間帯は， 翌朝の読
み取り値から線形補間推定を行った ．

なお，③の調査については，小サンフ。ノレによる推定誤
差を最 小化するため，今回の調査結果と既存文献調
査結果から経験ベイズ法を用いて，地域平均値を推
定している ． この手法については文献2）に記した ．

なお大規模事業所については， 月の電力使用量
と，他地域の同用途電力負荷カー ブから， 比例推
定により，季節別電力負荷カー ブを推定している ．

なお，日平均気温に対ーする電力需要の感度につい










